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HPV関連癌は今やワクチンにより予防可能な癌であ
る。しかし、日本をはじめとしてHPVワクチンの普及
率は未だ十分とは言い難い。ワクチンの普及は喫緊の
課題である中、HPVは代表的な癌原ウイルスであり、
そのウイルスーホスト相互作用の解明は、ウイルス感
染症や悪性腫瘍の理解に繋がることが期待される。

HPVは子宮頸部の基底層の細胞に感染し、年月をか
けて子宮頸癌へと進展する。HPV感染は生殖年齢の女
性の5-8割に認めるにも関わらずその多くは自然退縮し、
ごく一部の患者さんにおいて子宮頸癌へと進展する。
子宮頸癌への進展を規定する因子としてHPV側の因子
とホスト側の因子のバランスが重要である。また、
HPV関連子宮頸癌の主要な組織型として扁平上皮癌と
腺癌が挙げられるが、HPV感染が細胞分化に与える影
響はわかっていない。我々は子宮頸癌組織の空間的オ
ミクス解析やオルガノイド培養、iPS細胞などを用いて、
HPV感染が細胞分化に与える影響を検討してきた。
本セミナーでは、HPV関連子宮頸部病変の管理の問

題点と、最新の研究により明らかになってきたウイル
スー宿主相互作用の知見について紹介する。
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